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１．はじめに

高速道路等の重交通路線における床版取替え工事は，通常，夜間通行止め及び車線切替えを実施しての，大掛

かりな工事となっている。その為，車線規制で実施できる，半断面による床版取替え工法が可能であるか検討を

行い，また，縦目地構造を有する構造となることから，接合部の疲労耐久性について検証を行い，より効率的な

施工技術を提供することを目的とし検討を行ったものである。

２．施工方法について

通常，床版取替えを行う場合は，図-1 のように通行止め及び車線を振替えての，全断面取替を行うのが一般的

な工法である。しかしながら，重交通路線などにおいて通行止めや車線振替えが行えない場合を考慮し，図-2 の

ように車線規制において実施できるような，半断面毎に取替える事が出来る工法について，検討を行った。

図-1 車線切替え例 図-2 半断面毎の取替え例

３．半断面工法における縦目地構造について

半断面取替え構造を採用することにより，走行車輛の振動下においても確

実に接合可能な構造であり，突合せとなることから，後打ち部のコンクリー

ト打設が存在しない構造である為，早期の交通解放が可能と考えられる。

また，プレキャスト床版の接合方法は，図-3 のコンクリートスラブキー及

び非金属接合キーを使用した，縦目地構造とした。また，縦目地部の接合面

にはエポキシ樹脂接着剤を塗布し，プレストレスを導入することにより一体

化する構造とした。

４．縦目地構造の模擬床版による疲労耐久性の検証

図-4 のような縦目地構造を有する模擬床版を作成し，NEXCO 総研所有

の移動載荷疲労試験機を用いて，疲労耐久性の検証を行った。輪荷重載

荷試験機の制御方法は，今まで実施されてきた方法を踏襲することとし

た。載荷ステップは図-5 のように，過積載考慮荷重（160kN），２倍の輪

荷重（200kN）とし，耐用年数 100 年相当である 82 万回の繰り返し走行

試験を実施した。その後，床版表面上に水張りし，200kN で 8 万回の載

荷試験を行い，その後 40kN で 4 万回ずつ増加させる階段載荷を実施し

た。
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図-4 模擬試験版平面図

図-3 縦目地構造図
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図-5 載荷ステップ

図-6 載荷回数毎の床版たわみ

図-7 床版下面のひび割れ図

５．試験結果とまとめ

試験結果を①～⑤、載荷回数毎の床版たわみを図-6，床版下面のひ

び割れ図を図-7 に示す。

①200kN(20 万回)時に床版下面支間方向（RC 部材方向）にひび割れが

発生し，その後輪荷重走行試験回数が増える毎に床版支間方向のひ

び割れ本数が増加していった。

②耐用年数 100 年相当(82 万回)時，床版下面支間方向のひび割れ本数

が増加していったものの，床版下面橋軸方向（ＰＣ方向）および，床版上

面にひび割れは発生しなかった。その後，同荷重において水張載荷試

験を行ったが，水漏れは発生しなかった。

③240kN(90万回)時から床版下面橋軸方向（ＰＣ方向）のひび割れが発生した。ひび割れ幅は0.05mmであり，除

荷されると閉じる程度であった。

④載荷試験機最大荷重 480kN まで載荷したが試験版は破壊せず，その後 20 万回載荷試験を行った。ひび

割れは増加したが，床版下面に水漏れすることはなかった。また，縦目地部付近にひび割れが集中する

ことはなかった。

⑤平成9年度に実施された「長支間床版に関する疲労試験」における，PC-1試験体（１枚版）試験結果と比較した

結果，ひび割れ発生状況，試験版の変形は同程度であり，縦目地の有無における明確な違いは認められなか

った。

上記の試験結果より，床版支間中央部に縦目地を有する半断面構造床版は，耐用年数 100 年相当の輪荷重

に対しての疲労耐久性能は十分に有していることが確認できた。

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

0 20 40 60 80 100 120 140

た
わ
み

（
ｍ
ｍ

）

載荷回数（万回）

たわみ No.141（接合ｷｰ間載荷時 荷重最大値）
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PC-1
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試
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計算たわみ（弾性）

160kN：0.90mm
200kN：1.12mm

今回(半断面)：ﾌﾙﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ

PC-1(１枚版)：ﾊﾟｰｼｬﾙﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ

耐用年数 100 年相当(82 万回) 

半断面

126 万回載荷時

半断面

1 枚
1 枚
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